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と
き
わ
書
房
本
店
で
直
筆
サ
イ
ン
入
り
ポ
ス
タ
ー
を

手
に
す
る
小
路
さ
ん

ブックマルシェ我孫子店を訪問した小路さん
（右）と渡邉店長

著
者
・
小
路
さ
ん
が
サ
イ
ン
会
＆
書
店
訪
問

「東京バンドワゴン」シリーズ
20巻目の最新刊発売

集
英
社

パン屋の本屋パン屋の本屋

地域住民の“顔が見える”
　　　　街の本屋の品揃え

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

近藤店長

パン屋と中庭を挟んで本屋（奥）がある

「紙の本になじみのない人も多いので
できるだけ表紙を見せたい」という思
いで面陳を多くする

「K-POS ミニ」と決済端末によるコン
パクトなレジコーナー

　東京の日暮里でパン屋と併設で営業する
「パン屋の本屋」は、普段使いの書店とし
て近隣に住む若い家族連れなどが多く来店
する。12 坪の店内には店主が 1 冊 1 冊選
んだ書籍や雑誌が並び、パンに関するイベ
ントなども開催して人気を集めている。

パン屋の本屋
店　長：近藤裕子
営業時間：10:00 ～ 17:00
　　　（月曜定休、月曜日祝日の場合翌平日休み）
所在地：〒 116-0013 東京都荒川区西日暮里 2-6-7
電　話：03-6806-6444
h t t p : //higurashi-garden.co.jp/#book

　いまは店長と週 1 日のパート従業員 2 人で店
を回しているため、基本的に近藤さんのワンオ
ペだ。月曜日定休で、営業時間は10時から17時。
ただ、いまはパン屋に合わせて 8 時に店を開け
る。すると来店客もあり、朝が早くて夕方には
終わるサイクルにも慣れたという。

本に登場するパン作りも
　経営的にはパン屋との併設によって成り立って
いるというが、パン屋目当てで来店する人がいる
一方で、本屋に来店してカフェでくつろぐ人もい
るなど相乗効果は大きい。
　また、中庭を利用したおはなし会などイベント
を開催したり、本に登場するパンや飲料のサービ

　同店は、パンの製造販売とカフェを運営する「ひ
ぐらしベーカリー」と同じ敷地に中庭を挟んで立
地する。この地で大正時代からフェルト生地を製
造販売してきた事業者が、工場跡地で地域の人々
に役立つ事業を始めようと、2016 年にパン屋と
本屋からなる小規模な商業施設「ひぐらしガーデ
ン」をオープンした。
　現在、本屋の店長を務める近藤裕子さんは、井

「K-POS ミニ」を導入
　近藤さんが店長に就任した当時は手打ち
レジで、在庫は手書きで管理していた。し
かし、小規模とはいっても作業が煩雑だっ
たため、4 年前に光和コンピューターの小
型 POS システム「K-POS ミニ」を導入
した。
　以前いた書店が同社の POS を利用して
いたことと、何よりも導入コストが安かっ
たことが決め手になった。

判 型 は 混 在
し、文芸、人
文、実用、ビ
ジ ネ ス、 コ
ミックなどい
ろいろなジャ
ンルが一緒に
並んでいて、
吟味して揃え
ていることが
見て取れる。
　在庫は点数
で 4000 点、
冊 数 で 4500
冊というよう
に、複数並ぶ
本はほとんど
な い。「 お 客
様の多くは地
域 の 人 な の

上書店（東京都昭島市）で書店員をしていたが、
店舗の縮小に伴い、8 年ほど前に公募でこの店の
店長に就任した。

返品率「今年は一桁目指す」
　品揃えは児童書が店舗の半分近くを占めてい
る。近隣ではマンションの新築も多く、子どもが
増えている地域。すぐ近くに小学校もあり、平日
は親子連れが目立つ。そのため、母親と子どもに
向けた商品が多いのだ。
　ただ、品揃えに偏りはない。「オーナーも、街
の書店で育った私も、地域の人が日常使いできる
街の本屋を目指しています。おしゃれなセレクト
ショップにするつもりはありません」と近藤さん。
それでも棚を見ると、単行本や文庫、新書などの

スや、登場するキャラク
ターをパンで再現すると
いった取り組みも人気企
画として定着している。
この場合は近藤さんが窓
口となる。「出版社や著
者と交渉する仕事は増え
ていますが、これを目的
に来店する人も多い。複

ン の「TONETS V」 や「enCONTACT」、 出
版社共同受注サイトなどを利用している。

で、それぞれのお顔が浮かぶような品揃えを心が
けている」からだ。
　そのため、取引取次トーハンから見計らい配本
は受けず、新刊を含めたすべての商品を発注して
揃える。この結果、返品率は 10 ～ 11％にとどま
るが、近藤さんは「一桁台にするのが今年の目標
です」と強気だ。
　以前仕事をしていた書店の返品率は 30 ～ 40％
と一般的な水準だったが、「返品は本がかわいそ
うですし、運んでもらう流通を考えると忍びない」
と感じていたという。もちろん、書店員の作業負
荷を減らすことも大切なことだ。

ド や ク レ ジ ッ ト
カード、QR 決済、
IC 決済などはそ
れぞれ端末を入れ
て対応している。

「当店の売上、客
数の規模で統合シ
ステムは大きすぎ
ま す。K-POS ミ
ニがちょうど良い
サイズ」と近藤さ
ん。発注はトーハ

　今は取次からの納品・返品データを「K-POS
ミニ」に取り込んで単品管理しており、図書カー

合しているからできる
ことです」と前向きだ。

千
葉
の
書
店
を
訪
問

感
謝
の
言
葉
伝
え
る

　
小
路
さ
ん
は
、北
海
道
生
ま
れ
、

広
告
制
作
会
社
退
社
後
、
執
筆
活

動
に
入
り
、『
空
を
見
上
げ
る
古

い
歌
を
口
ず
さ
む
』
で
第
29
回
メ

フ
ィ
ス
ト
賞
を
受
賞
し
て
作
家
デ

ビ
ュ
ー
。『
旅
者
の
歌
』『
札
幌
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
グ
』『
国
道
食
堂
』『
花

咲
小
路
』
な
ど
著
書
多
数
。

の
堀
田
家
が
人
情
あ
ふ
れ
る
方
法

で
解
き
明
か
し
て
い
く
人
気
シ

リ
ー
ズ
。

　
２
０
０
６
年
４
月
に
第
１
作
の

単
行
本
『
東
京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
』

が
発
売
さ
れ
て
以
来
、
新
刊
を
毎

年
刊
行
。
堀
田
家
の
今
の
１
年

を
描
く「
本
編
」
が
３
作
（
３
年
）

続
き
、
主
に
過
去
の
時
代
の
堀
田

家
な
ど
を
描
く
「
番
外
編
」
を
１

作
（
１
年
）
は
さ
む
形
で
続
い
て

い
る
。20
作（
20
年
）目
の
今
回
は
、

４
年
に
１
回
の
番
外
編
と
な
っ
て

い
る
。

　
毎
作
の
巻
末
に
は
、「
あ
の
頃
、

た
く
さ
ん
の
涙
と
笑
い
を
お
茶
の

間
に
届
け
て
く
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
へ
。」
と
必
ず
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
読
者
は
昔
な
つ
か
し
い

テ
レ
ビ
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
テ
イ

ス
ト
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ど
の
巻
か
ら
読
ん
で
も
物

語
の
世
界
に
ス
ッ
と
入
っ
て
い
け

る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
も
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
特
長
だ
。
13
年

に
は
、
亀
梨
和
也
さ
ん
主
演
で
ド

ラ
マ
「
東
京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
～
下

（
２
時
間
の
）
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ

マ
の
イ
メ
ー
ジ
で
い
つ
も
書
い
て

い
る
」
と
明
か
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
然
に
、

本
や
書
店
が
好
き
に
な
っ
た
と
い

う
小
路
さ
ん
。「
私
に
と
っ
て
今

も
、
書
店
、
書
店
員
さ
ん
は
と
て

も
大
き
な
存
在
。
書
店
員
さ
ん
が

私
の
作
品
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ

て
薦
め
て
く
れ
る
か
ら
、
多
く
の

人
に
手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
。
毎

回
、
文
庫
版
の
解
説
を
書
店
員
さ

ん
が
書
い
て
く
れ
て
い
る
の
も
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
し

た
。

　
そ
ん
な
書
店
が
減
っ
て
い
る
現

状
に
、「
電
子
書
籍
の
売
上
も
伸

び
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者

の
裾
野
も
広
が
っ
て
い
る
が
、
私

の
よ
う
な
紙
の
本
が
大
好
き
な
人

間
に
と
っ
て
、
リ
ア
ル
書
店
は
欠

か
せ
な
い
し
、
無
く
な
り
は
し
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
物
語
や
小
説

が
好
き
な
人
、
こ
れ
か
ら
好
き
に

な
る
よ
う
な
人
は
必
ず
、
書
店
で

紙
の
本
を
手
に
と
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
」
と
書
店
の
必
要
性
を
あ
ら

た
め
て
語
っ
た
。

　
シ
リ
ー
ズ
の
今
後
に
つ
い
て

も
、「
も
う
終
わ
り
と
言
わ
れ
る

ま
で
は
書
く
予
定
（
笑
）。
20
巻

に
到
達
し
た
が
、
書
き
続
け
ら
れ

る
だ
け
書
き
た
い
し
、
物
語
と
し

て
も
ま
だ
ま
だ
書
き
続
け
ら
れ

る
」
と
、
意
欲
を
示
し
た
。

雑誌販売モデルの差
　
日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
の
２
０
２
４

年
７
～
12
月
雑
誌
販
売
部
数
発
行

社
レ
ポ
ー
ト
を
見
る
と
、
あ
ら
た

め
て
雑
誌
市
場
の
厳
し
さ
を
実
感

す
る
が
、
分
野
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
違
い
に
よ
る
差
も
目
立
つ
。

　
か
つ
て
１
５
０
誌
以
上
あ
っ
た

報
告
誌
の
数
は
89
誌
と
な
っ
た
。

報
告
誌
全
体
の
指
数
平
均
前
年
比

も
下
が
り
続
け
て
い
る
。
販
売
部

数
が
10
万
部
を
超
え
る
雑
誌
は
週

刊
誌
と
月
刊
誌
を
合
わ
せ
て
も
10

誌
に
満
た
な
い
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
ｄ
マ
ガ
ジ
ン

を
は
じ
め
と
し
た
「
読
み
放
題
」

の
ユ
ニ
ー
ク
ユ
ー
ザ
ー
数
は
、
子

供
誌
や
一
部
の
雑
誌
を
除
い
て
紙

版
部
数
を
大
き
く
上
回
る
雑
誌
が

多
い
が
、
全
体
的
に
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
一
方
で
デ
ジ
タ
ル
版
は

『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
や
『
週
刊
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
』
を
除
く
と
ご
く
少

数
に
と
ど
ま
る
。
雑
誌
誌
面
を
電

子
化
し
た
電
子
版
へ
の
シ
フ
ト
は

進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
。

　
そ
ん
な
中
で
販
売
部
数
を
増
や

し
続
け
て
い
る
の
が『
ハ
ル
メ
ク
』

だ
。
高
齢
女
性
を
中
心
に
し
た
読

者
に
直
接
販
売
す
る
。
い
わ
ゆ
る

定
期
購
読
（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
）
誌
で
あ
る
。
２
０
２
１
年
に

報
告
誌
の
ト
ッ
プ
部
数
に
な
っ
て

か
ら
も
伸
び
続
け
て
い
る
。

　
同
誌
以
外
で
定
期
購
読
が
多
い

の
は
部
数
２
位
の
『
家
の
光
』
と

『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
を
は
じ
め
と

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
誌
だ
。
こ
の
中
で

今
春
、
店
頭
販
売
を
終
了
し
定
期

購
読
誌
と
な
っ
た
『
週
刊
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
』
は
、
前
年
下
半
期
も
部

数
を
伸
ば
し
、
定
期
購
読
７
万
４

０
０
０
部
の
う
ち
デ
ジ
タ
ル
版
が

４
万
３
０
０
０
部
余
を
占
め
る
ま

で
に
な
っ
て
い
る
。　
【
星
野
渉
】

　
人
気
小
説
家
の
小
路
幸
也
（
し
ょ
う
じ
・
ゆ
き
や
）
さ
ん
の
代

表
作
「
東
京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
（
集
英
社
）
が
、
４
月

25
日
発
売
の
最
新
刊
『
ザ・ネ
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ・ス
ト
ー
リ
ー　

東
京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
』
で
節
目
の
20
巻
を
迎
え
た
。
そ
の
刊
行
を

記
念
し
た
小
路
さ
ん
の
サ
イ
ン
会
が
５
月
８
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
三
省
堂
書
店
有
楽
町
店
で
開
か
れ
た
。
ま
た
、
翌
９
日
に
は

千
葉
県
船
橋
市
の
と
き
わ
書
房
本
店
（
宇
田
川
拓
也
店
長
）
と
、

同
我
孫
子
市
の
ブ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
我
孫
子
店
（
渡
邉
森
夫
店
長
）

を
相
次
い
で
訪
れ
、
日
頃
の
感
謝
を
直
接
伝
え
た
。

が
け
い
た
だ

き
た
い
」
と

話
し
た
。

　
渡
邉
店
長

も
、
小
路
さ

ん
の
来
店
を

歓
迎
。「（
北

海
道
と
い

う
）
遠
い
と

こ
ろ
か
ら
わ

ざ
わ
ざ
来
て

い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り

が
た
い
。
解

説
を
書
い
て

良
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
見

せ
た
。ま
た
、

「
毎
年
こ
の

時
期
に
、
新

刊
の
単
行
本

と
既
刊
の
文

庫
版
が
同
時

に
出
る
の

で
、
待
っ
て

小
路
さ
ん

  「
今
後
も
書
き
続
け
た
い
」

　
書
店
回
り
の
合
間
、
取
材
に
応

じ
た
小
路
さ
ん
は
、「
１
作
目
を

書
い
た
と
き
は
、
ま
さ
か
こ
れ
ほ

ど
長
い
シ
リ
ー
ズ
に
な
る
と
は

予
期
し
て
い
な
か
っ
た
。
３
作
続

て
も
、
書
店
に
と
っ
て
も
、
そ
の

同
時
刊
行
は
、
20
年
近
く
続
く

「
春
の
年
中
行
事
」
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、文
庫
版
の
「
解
説
」

を
日
本
全
国
の
書
店
員
が
順
繰
り

に
執
筆
し
、
作
中
に
実
在
の
書
店

員
と
同
名
の
人
物
が
登
場
す
る
の

も
、
知
る
人
ぞ
知
る
シ
リ
ー
ズ
を

楽
し
む
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
だ
。

　
５
月
８
日
に
三
省
堂
書
店
有
楽

町
店
で
開
か
れ
た
サ
イ
ン
会
に

は
、約
70
人
の
愛
読
者
が
参
加
し
、

作
品
の
も
つ
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
な
空
気
感
そ
の
ま
ま
に
、
素
敵

な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　
親
子
２
代
に
わ
た
る
読
者
も
多

く
、「
父
親
の
影
響
で
読
み
始
め

ま
し
た
」と
い
う
20
代
の
女
性
や
、

中
に
は
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
参
加

し
た
小
学
生
の
姿
も
。
先
頭
に
並

ん
で
い
た
男
性
は
「
16
年
く
ら
い

前
に
、
書
店
で
見
か
け
た
カ
バ
ー

に
引
か
れ
て
買
っ
て
以
来
の
フ
ァ

ン
」
だ
と
い
う
。
以
前
も
サ
イ
ン

会
に
参
加
し
て
い
た
そ
う
で
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た
20
年
の

サ
イ
ン
会
に
も
参
加
予
定
だ
っ

た
。
今
日
の
こ
の
日
を
待
ち
わ
び

て
い
た
」
と
、
喜
び
も
ひ
と
し
お

の
様
子
だ
っ
た
。

　
小
路
さ
ん
は
新
刊
に
サ
イ
ン
を

入
れ
、
２
シ
ョ
ッ
ト
で
の
写
真
撮

影
に
も
応
じ
る
な
ど
、
約
１
時
間

30
分
を
か
け
て
参
加
者
と
触
れ

あ
っ
た
。

　
翌
９
日
は
、
と
き
わ
書
房
本
店

の
宇
田
川
店
長
と
、
ブ
ッ
ク
マ
ル

シ
ェ
我
孫
子
店
の
渡
邉
店
長
を
訪

問
。
２
人
と
も
文
庫
版
の
解
説
を

執
筆
し
、
作
中
に
自
身
の
名
前
が

付
い
た
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。

小
路
さ
ん
は
用
意
さ
れ
た
本
や
ポ

ス
タ
ー
、
色
紙
に
サ
イ
ン
を
し
な

が
ら
、
読
者
に
本
を
届
け
続
け
て

く
れ
る
書
店
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

の
意
を
示
し
た
。

　
宇
田
川
店
長
は
「
最
初
か
ら
読

む
の
も
い
い
が
、
ま
ず
は
気
に

な
っ
た
巻
か
ら
飛
び
込
ん
で
読
ん

で
み
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
た
り
、
続

き
が
気
に
な
っ
た
り
、
は
ま
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
親
切
設
計

な
物
語
で
あ
る
の
も
『
東
京
バ
ン

ド
ワ
ゴ
ン
』
の
魅
力
の
ひ
と
つ
」

と
薦
め
る
。

　
そ
の
う
え
で
、「
い
ち
書
店
員

と
し
て
、
作
家
さ
ん
と
読
者
の
距

離
を
少
し
で
も
近
づ
け
る
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
と
常
々
思
っ
て
い

る
。
こ
の
店
で
サ
イ
ン
が
入
っ
た

本
や
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
人
は
、
小

路
さ
ん
や『
東
京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
』

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

は
ず
。
そ
う
い
う
機
会
を
提
供
で

き
る
の
は
、
リ
ア
ル
書
店
の
魅
力

で
も
あ
る
の
で
、
今
回
の
よ
う
な

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
ぜ
ひ
お
声

が
多
い
辺
り
の
下
町
に
あ
る
老

舗
古
書
店
・
東
亰
バ
ン
ド
ワ
ゴ

ン
に
舞
い
込
む
謎
を
、
大
家
族

い
る
フ
ァ
ン
も
多
く
い
て
、
発
売

と
同
時
に
消
化
率
が
良
い
の
も
あ

り
が
た
い
。
こ
の
時
期
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
小
路
さ

ん
に
は
で
き
る
だ
け
長
く
書
き
続

け
て
ほ
し
い
」と
思
い
を
語
っ
た
。

町
大
家
族
物

語
」（
日
本
テ

レ
ビ
系
）
が
放

映
さ
れ
た
。

　
第
１
作
は
08

年
４
月
に
文
庫

化
さ
れ
、
そ
れ

以
来
、
ほ
ぼ
毎

年
４
月
に
は
新

刊
の
単
行
本
と

既
刊
の
文
庫
版

が
同
時
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ン
に
と
っ

　
「
東
京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
東
京
の
お
寺

く
本
編
が
連
続
ド
ラ

マ
な
ら
、
１
作
は
さ

む
番
外
編
は
映
画
や


